
地方独立行政法人広島県立病院機構サポートデスク業務に係る 

公募型プロポーザル選定員会議事要旨 

 

項  目 内  容 

１ 日 程 令和８年６月 15 日（月） 10 時 30 分から 12 時 00 分 

２ 場 所 広島県庁６階法人本部会議室 

３ 出席委員 広島県立病院機構 法人本部 本部長 

広島県立病院機構 副理事長 

広島県立病院機構 法人本部 会計情報システム課長 

広島県立病院機構 法人本部 総務課長 

広島県立病院機構 県立広島病院 総務課長 

４ 議 題 提案者のプレゼンテーション及び最優秀提案者の選定 

５ 担当部署 広島県立病院機構法人本部会計情報システム課 

６ 開催方法 参集 

７ 議事内容 １ 審査方法 

  提出された企画提案書を基にプレゼンテーションを行い、選

定委員会において審査の上、最優秀提案者として選定した。 

 

２ 審査結果 

（１） 審査対象者 

Ａ社：株式会社エクレクト 

Ｂ社：みらい株式会社 

（２） 審査対象者の評価値 

審査対象者の評価値については、別紙「公募型プロポーザ

ル結果一覧」及び「評価基準に基づく評価項目別の総合

値」のとおり 

（３） 最優秀提案者 

Ｂ社 

 

３ 提案者の主な評価等 

（１） Ａ社 

・自律 AI エージェントによるデータを蓄積し、将来的な効率

化やコスト縮減を視野にいれた提案である。 

・月次報告へ KPI を用いて、改善状況やその推移等をモニタ

リングし、検証する仕組みを有している。 



 

・広島県での同種業務の実績があり、遂行能力に期待ができ

る。 

 

（２） Ｂ社 

・業務推進に係るバックアップ体制が充実している。蓄積し

た応答実績を基に、ＡＩを活用したＦＡＱ化を念頭に考え

られている。 

・病院業務の経験が豊富で、医療スタッフとのコミュニケー

ションに不安がない。 

・水道局や病院での業務改善実績が具体的で効果が大きく、

付加価値提案能力と業務遂行能力の高さが評価できる。 

・当機構の問題点を理解しており課題解決策が明確である。 

・業務におけるノウハウを有しており、その知見を活用する

ことで、高品質な業務内容を低コストで提供できている。 

 


